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令和７年度
予 算

町民の皆さんから
納められる税金

自治体間の格差をなくすため、
国から交付されるお金

国・県からの
補助金など

国や銀行から
借りるお金

▼特別会計・公営企業会計予算

会計の名称 令和７年度 令和６年度 差引増減

国民健康保険 24億88万円 23億72万円 1億16万円
奨学資金貸付事業 1,757万円 1,914万円 ▲157万円
介護保険 24億2,976万円 24億3,524万円 ▲548万円

後期高齢者医療 3億1,168万円 2億9,431万円 1,737万円
病院事業（収益的収支） 11億3,527万円 10億7,812万円 5,716万円
下水道事業（収益的収支） 8億5,563万円 8億8,015万円 ▲2,452万円

※千の位を四捨五入しています。

衛生費 8％8％

その他
（公債費、

消防費等）
  14％

土木費
10％

総務費
15％

教育費
15％

民生費
38％

【歳入】

高齢者や障がい者、児童など
社会福祉のためのお金

学校教育、社会教育
などにかかるお金

一般的な事務や
庁舎管理などのお金

道路などの整備や除雪、
維持管理にかかるお金

予防接種や健診
などにかかるお金

消防団や防災対策活動、町が
借りているお金を返すためのお金【歳出】

町税
22% 繰入金

4%
使用料・
手数料

1%

その他
1%地方交付税

28%

国・県支出金
31%

地方譲与税等
7%

町債
6%

自主財源自自自自自自自自自自自自自主主主主主主主主財財財財財財財財財財財財財源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源
28%22222222222222222

依存財源依依依依依依依依依依依存存存存存存存存存存財財財財財財財源源源源源源源源源源
72%
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令和７年度一般会計当初予算の主な事業内容

新庁舎設計業務等
委託料

二川目地区生活会館
外壁等改修工事費

放課後児童健全育成
事業委託料

帯状疱疹ワクチン
接種委託料

測量・用地調査、基本設
計・実施設計、地質調査
等委託料
〔令和６～７年度継続費〕

公共施設長寿命化のた
めの外壁塗装等改修工事

町内放課後児童クラブ３
施設の運営委託
（補助率 国1/3、県1/3）

高齢者等を対象とする帯
状疱疹ワクチン定期接種
費用の概ね1/2を町が助成

予算額１億７，１６４万円 予算額 ２，１６７万円 予算額 ４，４４０万円 予算額 １，５６０万円

妊婦のための
支援給付交付金

川口保育園
整備費補助金 町道維持補修工事費 除雪作業委託料

妊娠期から出産・子育て
までの伴走型支援として
妊産婦に交付
（国補助 10/10 ）

移転整備事業に対する補
助金
（国補助 基準額の 1/2 ）

町道維持補修工事 除雪委託、凍結防止剤散
布業務委託、町内会歩道
除雪委託

予算額 ２，０００万円 予算 ２億２，９３１万円 予算額 ９，０００万円 予算額 １億４，３００万円

施設管理業務等委託料 機械器具費
（消防ポンプ自動車）

木ノ下中学校講堂
改築工事費

下田公園野球場クレイ
補装等改修工事費

下田公園、いちょう公園、し
もだサーモンパーク、縄文の
森イベントホール等の植栽管
理等業務委託、児童公園等管
理委託（各町内会等）

下田第５分団水槽付消防
ポンプ車購入

講堂の改築工事
〔令和６～７年度継続事業〕

公共施設長寿命化のため
の改修工事
グラウンドクレイ補装、観
覧席防水改修、フェンス塗
装等

予算額 ７，７６６万円 予算額 ４，５３５万円 予算額 ４億２，１４２万円 予算額 ９，９２１万円

※千の位を四捨五入しています。
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　一般質問とは、年４回の定例会で行われ、議員
が町の執行機関に対し、事務の執行状況や将来の
方針について、所信や疑問をただすことです。現
行の政策を見直し、あるいは新規の政策を採用さ
せるなどの目的効果があります。
　３月定例会では６人の議員が登壇し、質問を行
いました。ここでは、質問と答弁を要約した内容
（10頁から15頁まで）を登壇順（質問順）にお
知らせします。

一 般 質 問

※一問一答方式の場合、６０分の制限時間内で
あれば質問の回数に制限はありません。
「ぎかいだより懸橋」では、質問した議員が原
稿を作成しており、スペースの都合上、質問と
答弁を要約しています。

※会議録は議会事務局（本庁舎３階）または町
ホームページで閲覧できます。また、本会議場
で傍聴することもできます。

ページ 議員（質問順） 主な質問項目

１０ 澤
さわ

上
かみ

　　訓
さとし

　議員
・昨年の夏場における熊の出没騒動について問う

・国が進めるスーパーシティ構想について問う

１１ 小
お

笠
がさ

原
わら

伸
しん

也
や

　議員
・桜堤の街灯について問う

・乗り合いバス「おいらバス」について問う

１２ 西
にし

館
だて

芳
よし

信
のぶ

　議員
・百石漁港の管理移管について問う

・町内道路の在り方について問う

１３ 沢
さわ

尾
お

宏
ひろ

之
ゆき

　議員
・町のインフラ整備について問う

・道路標識の整備について問う

１４ 平
ひら

野
の

敏
とし

彦
ひこ

　議員

・小型定置網の不漁対策について問う

・町観光物産協会法人化の取り組みは

・おいらせ町第３次定員適正化計画について問う

１５ 大
おお

浦
うら

陽
よう

子
こ

　議員
・二十歳の記念式典について問う

・福祉サービスの現状について問う
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熊の生態を把握し安全対策を

澤
さわ

上
かみ

訓
さとし

　議員

昨年の夏場における熊の出没騒動について問う

問　　二川目・一川目地区に現れた熊が南下して本町地

区に現れたという無線放送を聞いて、青森県内や秋田

県での事件がすぐ脳裏に浮かんできた。幸い何事もな

く時は流れたが、町の熊対策はどのようになっているの

か。

答　　町内で熊が目撃された際に、まずは防災行政無線と

ほっとスルメールで町民に注意喚起するとともに、警察

や猟友会とも連携して現地の巡回を行い熊の発見と周

辺の警戒に努めている。また、同時に教育委員会を通じ

て学校へ安全対策をお願いしている。

　　当町における熊の目撃情報はこれまで山林などで数

回あったが住宅地での出没は昨年が初めてであり、近

隣市町村でも住宅地での出没が増えていることから、

今後も関係機関との連携・強化を図り対応していきた

い。

問　　地域住民からは熊の出没以来、恐怖心と安全安心

対策で相談を受けた。町では熊対策のマニュアルを作

成しているのか。

答　　行政の対応マニュアルは作成している。町民向けに

は県のマニュアルを周知している。

問　　本町地区でも家庭菜園などを行っている方々がたく

さんいて、熊の絶好の標的にされかねない。もし熊に出

会ってしまった場合の対策について、どのような行動を

とるべきかを広報紙やホームページ、町内会長連絡会

議等で徹底した安全対策の指導を行うべきと思ってい

るが、どう考えるか。

答　　熊と遭遇した際の対策については目撃情報を発信す

るほっとスルメールには毎回掲載しているほか、昨年の

熊出没後、広報紙とホームページに掲載している。今年

も熊が冬眠から目覚める時期に合わせ広報４月号に掲

載して注意喚起をする。今後は町内会等へも協力をお

願いし対策を講じていきたい。

問　　八戸市では庁舎全部署で構成する「クマ対策連絡

会議」を設置したと新聞に掲載されていた。当町におい

ても組織を挙げて対策するべきと思うが、どう考えてい

るか。

国が進めるスーパーシティ構想について問う

問　　当町において国が進めるスーパーシティ構想を活用

しデジタル化を前提に行政の在り方そのものを見直す

考えはないか。

答　　スーパーシティとはＡＩやビッグデータ等の未来技術

を活用することで、生活の中の「困りごと」の解決を図

り、より良い未来社会を実現することを目指し、データの

利活用と規制・制度改革を推進し暮らしを支える様々な

最先端サービスを地域に社会実装していく取り組みで

ある。

　　議員が提案するスーパーシティ構想を実現するとな

ると、正直なところ難しさを感じる。町としては住民サー

ビスの向上や業務の効率化などといった点を踏まえ、取

り組みしやすく、今、でき得るデジタル化を進めていくこ

とが大事だと考えている。

問　　最近、役場内でも会議の出欠確認のためＱＲコード

を読み込んで連絡する方法を取り入れている課がある

と思うが、住民の日常にデジタル化が溶け込むような機

会が増えているのは確実である。今後、デジタル化は行

政が取り組んでいく大きな課題になると考えるが町の

考えは。

答　　役場内においてＱＲコードや専用アプリを活用してい

る所管課は数課に留まり、活用は限定的となっている。

活用のメリットは、確認作業が軽減され効率的に出席

者の管理が行えることや迅速かつ効率的な情報伝達、

郵送コストの削減につながるとされている。

　　デジタル化を進めていく中で、高齢者を始めとした方

へのサポートやスマートフォンなどを持たない方へのデ

ジタルデバイトへの対応と、それを推進していく人材の

育成と確保が課題であると考えている。

答　　これまでも農林水産課を中心

に、まちづくり防災課や学務課な

ど他課とも連携し対応してきた。

熊の出没が増えて対応が難しく

なることも考えられるので八戸

市から情報をいただき検討した

い。
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おいらバスの運用について問う

小
お

笠
がさ

原
わら

伸
しん

也
や

　議員

乗り合いバス「おいらバス」について問う

問　　おいらせ町地域公共交通会議が定期的に開かれて

いる。決算報告書から見て５年ほどで赤字額が１億円

になる。町民の主な反応はどうか伺う。

答　　アンケート結果からは、公共交通に不満を感じている

割合は１４．６％、令和４年８月から９月に実施した後期

基本計画時の調査結果の１９．１％から比較してみると

周知、改善されていると考える。

桜堤の街灯について問う

問　　奥入瀬川の約３㎞の桜堤は公園機能を兼ねた町民

の憩いの場所で散歩等、子どもから高齢者まで幅広く

利用している。

　　この桜堤の開明橋付近からおいらせ病院方面へと続

く歩道は、ＬＥＤ街灯の数が少ないうえに桜の葉によりＬ

ＥＤ街灯の光が遮断されて暗い。町民が事故や犯罪に

あう可能性があるため、改善策を伺う。

答　　桜堤の区間の街灯設置数については、特に少ないと

いう認識はない。管理のなかで、遮光しないように枝払

いをしていきたい。

問　　おいらせ町防犯灯設置管理要綱では「防犯灯の設

置間隔は、５０メートル以上とする。ただし、町長が必要

と認めたときは、この限りではない。」と定められている

が、三田地区側の河川堤は２２メートルおきにＬＥＤ街灯

が数多く設置され明るい。対岸にある秋堂側桜堤も同

様に２２メートルおきにＬＥＤ街灯を設置し明るくできな

いものか伺う。

答　　三田側の河川堤防道路には遊歩道はないが、高校

生や車も通る道で、特に冬場は道幅が確認しづらく危

険であるとの要望を受け、平成１６、１７年に旧下田町で

設置した。

　　設置間隔が短くなった経緯

は、残された資料もなく確認で

きていない。なお、対岸の桜堤

は遊歩道もあり、車道や法面

との境界が確認できることか

ら現時点では新たにＬＥＤ街

灯を設置する予定はない。

問　　おいらバスの予約方法について、スマートフォンから

簡単に予約できるように改良できないか。

答　　現在、スマートフォンからは専用予約サイトにアクセス

することにより、画面に表示された内容に必要な事項を

入力し予約することができる。

  町のホームページからは専用予約サイトにリンクする

ことでウエブ予約が可能となっている。また、画面上に

は電話番号が表示され、電話をかけることができるタッ

プコールの活用も可能となっている。

問　　全国事例で岐阜県輪之内町では、デマンドバスの運

賃に「障がい者」「小学生以下」「運転免許証自主返

納者」の料金設定がある。おいらせ町も細かな料金設

定を実施しないのか伺う。

答　　現在の運賃体系は、単独乗車１回あたり５００円を基

本として、乗り合い乗車１回あたり３００円、小学生の単

独乗車１回あたり２００円、小学生の乗り合い乗車１回

あたり１００円、保護者同伴の未就学児は無料と、割引

設定している。

　　未就学児を含めた子どもから免許返納により自家用

車で移動することができなくなった高齢者等までの利

用者に応分負担していただいたうえで、運行を維持して

いくための運賃設定であり、現時点では運賃改定は考

えていない。

問　　三沢市はコミュニティバスやデマンド型乗合タクシー

があるほかに、運転免許証自主返納者に１万円相当の

商品券を支援している。当町でも検討しないか伺う。

答　　運転免許自主返納者に対する町独自の特典サービ

スについては「おいらバス」の運行検証をしたうえで、当

町においての高齢者の加害事故件数や自主返納の状

況、また、近隣自治体の特典サービスの実施状況等も

踏まえ検討していきたい。

▲秋堂付近の桜堤

▲利用者が増えているおいらバス
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百石漁港の今後を問う

西
にし

館
だて

芳
よし

信
のぶ

　議員

百石漁港の管理移管について問う

問　 本年２月２０日開催の議員全員協議会で「百石漁港

の県から町への管理移管」の時期が令和１３年以降と

初めて明示された。これについて町の受け止め、対応

は。

答　　いわゆる漁港法で、その管理者は第１種漁港でその

所在地が１つの市町村に限られるものはその所在の市

町村となっているので、百石漁港もすべての整備が完

了した後に県から町に移管されると認識している。今回

それが令和１３年以降とされたのは、新たに整備する予

定の工期がその時期になるためだと思う。

  対応については、今回の整備により漁港の安全性や

漂砂の軽減が確実に図られたことの確認後、移管その

ものを含めて町の負担が最小限となるような方法につ

いて、今後、県と協議していきたい。

問　　管理移管になれば、これまで毎年１千万円前後の

「機能保全事業」（例年の浚渫事業）の町費負担が

２．５倍になることも明らかになったが、それだけでは済

まないだろうと多くの関係者は不安を抱いている。移管

を良しとすべきでない町の対応と、積極的な議会との協

議の場の設置を町長はどう考えるか。

答　　今はまず、漁港の安全性確保と堆砂を削減する整備

を実施していきたい。管理移管は整備完了後に自動的

になされるものではないため、県と協議し、議会には適

宜、常任委員会や議員全員協議会の場で報告していき

たい。

町内道路の在り方について問う

問　　通称「ジャスコ道路」のイオン下田ショッピングセン

ターの町内立地が３０周年を迎える。一方で、中野平南

線、中野平・三沢線（通称「ジャスコ道路」）の幅員、路

肩の在り方、平日の速度超過交通事故、冬期間の通行

環境悪化など問題は大きい。このことに対する町のとら

え方は。

答　　町東部を縦貫する通称「ジャスコ道路」は町南部地

区と北部地区を結ぶ路線となっており、日常生活や産

業、防災面においても非常に重要な幹線道路として認

識している。また、町内外を問わず、日々多くの車両が

通行する一方、道路舗装の劣化やイオンモール下田付

近における渋滞が課題となっている。

問　　町もそのように認識しているのであれば、３０周年を

機に幅員の拡幅、路肩の整備などのために、隣接市と

共同して県道への格上げのための運動展開はできな

いのか。

答　　維持管理や整備に多額の事業費を要すると思うが、

県道への格上げの可能性について調査していきたい。

問　　青森県道８号八戸野辺地線の気比神社直近部分の

改良工事に向けて県が動いていると聞くが、その概要

は。

答　　県に確認したところ、当該区間はカーブが連続してお

り、また歩道も狭いため、児童などの歩行者や通行車両

の安全性が確保されていないという認識があり、町から

の要望を受けて平成３０年度より事業に着手している。

  事業延長は５９５メートルで、気比神社東側の急カー

ブを緩やかなカーブに改良するとともに、現状１メートル

弱の歩道の幅員を２．５メートルに拡幅するものとなって

いる。

  事業費は現時点で

約５億５千万円を見込

み、事業実施の成果は

冬期間も含め歩行者

や通行車両の安全性

向上が見込まれる。

▲気比神社東側の県道８号▲百石漁港
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町民の安全・安心を確認する

沢
さわ

尾
お

宏
ひろ

之
ゆき

　議員

道路標識の整備について問う

問　　交通事故防止のための道路標識等の整備保守の対

応が遅いように感じるが。

答　　町が管理する町道の標識、街路灯などの破損につい

ては道路パトロールや通報によりある程度の把握はし

ているが、原因の多くは接触事故による当て逃げのた

め、現状把握に遅れがあり対応が遅くなる場合もある。

問　　最近、交通事故が多く散見される。事故後の設備補

修において、浜道地区に２件連続で交通事故があり、

カーブミラーを破損させ不安定なまま放置されていた

が、過去にも小学生との接触事故があったように二次

被害が懸念されるので早急に修復させる必要があると

思うが、対応を伺う。

答　　ご指摘のY字路交差点での事故について、２件のう

ちカーブミラー接触事故については事故発生から１０日

経過後に当事者から連絡があり、補修等の対応は保険

会社の代物弁済で補修することを確認し、２月２１日に

補修工事が完了している。

問　　当町の道路にある設備等は町の財産でもあるため、

事故当事者に弁償を請求してもいいのでは。

答　　破損事故の場合は、

事故当事者等による

弁償、又は現状復旧を

原則としているが、当

て逃げの場合は事故

当事者の特定が難し

い。

町のインフラ整備について問う

問　　昨今、下水道陥没事故、上水道破損漏水事故が他

の地域で頻発している状況である。２００９年１月、当町

は大規模な断水を経験している。一部の地域では井水

を利用し生活用水を確保したようだが、多くの世帯が影

響を受けた。現在の状況は１ルートのままなのか、もしそ

うであれば、バイパスを整備し断水被害の低減を検討

する必要はないのか伺う。

答　　当町への配水幹線ルートの対策については、八戸市

長苗代のループ状になった配水管を通り、さらに北バイ

パスルートと産業道路海岸線の複数ルートで水が送ら

れている。また、配水管は各所で繋がっており、漏水発

生時には切り替えを行うことにより水を確保し、断水被

害の低減を図ることが可能である。

　　その他、緊急時の水確保対策として、三沢市から緑ヶ

丘・青葉地区に水を補給するための鶉久保山緊急連

絡管を、甲洋小学校と木ノ下小学校には地下式の水が

めである緊急貯水槽を設置している。

問　　当町の上水道の耐震化は進んでいるのか。また、上

水道の普及率について伺う。

答　　耐震化については、水道企業団全体で基幹管路では

７３％、水道管全体では４５．７％となっている。耐震化や

耐震管率等については水道企業団の広報紙で紹介され

ているが、今後は水道企業団と連携を図り、当町の広報

紙に水道の工事情報を掲載できるか検討する。

　　また、普及率については、当町は９４．８％と聞いている。

未普及地域の解消には長い期間を要するため、今のとこ

ろ１００％を目指すというと考えはない。

問　　井水を利用している家庭では健康被害が及ばない

ように定期的に自主検査受けているようだ。町民の健康

を守る一助として、検査料の一部を助成する考えはない

か。

答　　町として井戸水の水質検査料の助成を行う考えはな

いが、水質検査の必要性について広報紙等で周知して

いきたい。

問　　上下水道の維持管理については人手不足や経費節

減のため、人工衛星を活用している地方もある。当町で

も導入してはどうか。

答　　現時点では人工衛星を

利用した調査は考えていな

いが、導入事例等の情報収

集を行いながら維持管理

業務への活用を検討してい

きたい。

13○おいらせ町議会だより 2025.4.28 発行／懸橋かけはし第７７号○

[

３
月
定
例
会
当
初
予
算]

[

定
例
会
議
案]

[

予
算
特
別
委
員
会
質
疑]

[

第
１
回
議
員
全
員
協
議
会]

[

一
般
質
問

６
名]



持続可能な漁業のための支援を

平
ひら

野
の

敏
とし

彦
ひこ

　議員

小型定置網の不漁対策について問う

問　　百石町漁業協同組合の主力事業である、小型定置

網漁の鮭の記録的な不漁について、持続可能な漁業

のために町の支援策は。

答　　鮭の不漁については全県的な課題であり、関係市町

村と連携し県に対して資源確保や経営安定に向けた支

援の要望をしていきたい。

再　　町独自の支援策は。

答　　百石町漁業協同組合や定置網漁関係者の声を聞い

て支援の検討をしたい。

問　 奥入瀬川鮭鱒増殖漁業協同組合の今季の捕獲尾数

は２，４６７尾で、そのうちメスは１，４００尾となっている。

ふ化放流事業の継続は鮭の定置網漁にとっても大きな

問題である。町の支援策は。

答　 町として持続可能なふ化放流事業の強化に向けて、

町村会や上十三圏域市町村合同で県へ要望している

ので、今後も漁業団体と連携し取り組んでいく。

おいらせ町第３次定員適正化計画について問う

問　　近年、職員の中途退職者が増加しているとの声があ

る。過去３年間の退職者の実態と退職理由について伺

う。

答　　令和３年度、定年退職１名、早期希望退職１名、普通

退職２名。令和４年度、定年退職３名、早期希望退職２

名、普通退職３名。令和５年度、定年退職なし、早期希

望退職２名、普通退職なし。定年退職以外の具体的な

退職理由は把握していない。

問　　国の制度改革・多様なニーズに対応・活力ある町づ

くりを進めるために採用時の年齢制限を撤廃すべきと

思うが。

答　　年齢層の偏りを避けるため年齢制限を撤廃すること

は考えていない。３０歳未満要件は基本的な考えだが、

昨年度の採用試験では社会人枠を設け、年齢要件を

３０歳以上４０歳未満に設定して実施した。

問　　積極的にアウトソーシングを取り入れていくとあるが、

費用対効果の検証と取り組み状況は。

答　　ある程度可能なものは既に民間事業者へ委託してい

る。新たに民間委託の対象となるような業務はない。今年

度の状況として費用対効果の検証等は行っていない。

問 　職員提案方式による業務改善を継続とあるが、提案

件数と提案内容について伺う。また、BPR（※１）の推進

とあるが、取り組みの状況は。

（※１）ビジネスプロセス・リエンジニアリング…組織の目標を達成す

るためにプロセスの観点から既存の業務や制度を根本的に

見直し再構築すること。「業務改革」とも呼ばれる。

答　　令和４年度２件、５年度４件、６年度１件で、業務改善

の内容である。ＢＰＲについては計画初年度である今年

度は取り組んでいない。

町観光物産協会法人化の取り組みは

問　　町観光物産協会の法人化と併せて「まちづくり会

社」を設立し、産業振興を図る考えは。

答　　「まちづくり会社」の設立については、町が主導して

設立するのではなく、やる気や熱意のある民間事業者

や住民の方々の発意により、設立の機運が高まった場

合に、行政も一体となって取り組んでいく、あるいは支

援していくことになると考えている。

問　　国の第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略や骨太の

方針で、まちづくり構想、機能強化に向けた取り組みが

全国自治体で展開されているとあった。当町でも地域

創造アドバイザー制度を活用すべきと思うが。

答　　地域づくりに精通した専門家の派遣を受け、産業振

興や地域資源を生かした観光振興策への取り組みに

対してアドバイスを受けることができる　制度があるの

で、活用は有効であると考える。

問　　地域おこし及び観光物産協会収益事業強化に係る委

託型地域おこし協力隊３名とあるが、具体的な施策は。

答　　活動内容は、法人化した観光物産協会の自主財源

確保に向け、新規事業を通じて収益力の強化を図るこ

とが共通の業務である。
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福祉サービスと施設活用について問う

大
おお

浦
うら

陽
よう

子
こ

　議員

二十歳の記念式典について問う

問　　百石高校の食物調理科の生徒が、地元の方に食事

披露やサービスを提供できる良い行事で、他の市町

村にはない、おいらせ町独自の二十歳の記念式典で、

二十歳の方にとっても心に残るお祝いだと感じる。現

在、行われている式典や祝賀会はいつ頃からこの形式

になり、集合写真の記念品は、参加されない二十歳の

方も同様のものなのか伺う。

答　　青森県立百石高校食物調理科生徒によるビュッフェ

スタイルの料理提供は、平成１５年度の成人式から現在

の方式で継続している。参加されない二十歳の方へは、

現状何も差し上げていない。

問　　式典や祝賀会には障がい者の参列が観られない。集

合写真や祝賀会も学区ごとで参加しづらい状況と感じ

るが、最近では日程や時間帯を工夫し、障がいのある

二十歳の方が大人になったことを感じる場、また保護者

には障がい者の子どもの成長を祝う機会を提供する場

として、他の市町村ではお祝いする式典が増えている。

当町の障がい者基本計画　第２章施策の展開　基本

目標２「社会参加を促進する支援の充実」とあるが、今

後、当町の障がいのある二十歳の方のお祝いについて

考えを伺う。

答　　障がいがある二十歳の方へのお祝いについて、希望

する場合に限り、式典の翌日、自宅訪問によるお祝いを

実施している。記念式典の対象者へ案内する際、参加

される方で手話通訳や介助が必要な場合は事前にご

連絡いただくよう追記し、ニーズに応じ配慮するよう努

めている。

福祉サービスの現状について問う

問　　社会福祉協議会が今年度いっぱいでデイサービス、

居宅介護支援事業を終了とするが、現在のいきいき館

は社協が事務所等を使用し、同時に管理も行っている。

建物が町民課と介護福祉課と、課を跨いでの申請で、

減免の事由も申請課で違いがあり、利用希望でも借り

づらい状況。管理する窓口を統一し、施設利用に対する

減免審査も、再度見直す考えはないのか、今後、施設を

活用、運営する予定かを伺う。

答　　いきいき館の施設利用申込は、利用する箇所によっ

て申請する課が異なる。利用者の立場から分かりにくい

と思われるので申請する課は一つにまとめる方向で検

討していく。

　　施設利用料減免基準について、令和６年度から８年

度までは現行の取扱いを継続、今後、利用状況等を見

ながら減免等も含め見直しする予定。社協デイサービス

センター事業閉鎖後の施設利用について、現在の計画

では令和７年度中に施設本体や設備の老朽化状況を

勘案し、福祉関係者や各課の意見も踏まえ、方向性を

決めたい。

問　　社協のデイサービス等の業務終了や町内の事業所

の閉業で、何名が現在の事業所での利用をできなくな

るのか。社協での主なサービス利用の多くは入浴介助

かと思うが、サービスに途切れることなく次の事業所の

利用は可能か。今後は訪問入浴支援を委託などで進

める考えはないのかも伺う。

答　　社協のデイサービス利用者は２月末で４２名、入院等

の場合を除き、他事業所デイサービスへ全て移行でき

ている。訪問入浴介護事業の委託については町内では

１事業所が実施のため現時点では考えていない。

問　　社協のデイサービス等、その他の事業所の閉業は当

町にとって損失である。過去に、社協は半民半官と説明

があったが、半官としての支援は十分か。要介護度の

認定において全国共通判定を２次審査によって同じ身

体状態でも利用できるサービスが地域で異なるなど、

自治体の独自の判断で公正な認定をうけられているの

か。おいらせ町の介護認定は厳しいと聞くが、事業所の

利用者減少は当町の介護認定の不公正が問題ではな

いのか、考えを伺う。

答　　社協のデイサービス等の介護事業は、社協の他福祉

事業と切り離して考え、介護保険制度上のルールの下

で運営され、民間の介護事業所と同様に利用者の募

集、事業運営、経営面に至る事項まで事業者の責任で

完結している。社協の介護事業に関して町の個別支援

はできない。

　　町の要介護認定は国が示した全国統一基準に基づ

き、適切に行っている。利用者減少の理由は１人世帯高

齢者の増加で介護付有料老人ホーム等、入所系サー

ビス利用希望者が増えていると考える。
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